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霧
島
市
衛
生
施
設
整
備
基
金

条
例
の
制
定

　現
在
、
市
が
設
置
し
て
い

る
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
や

火
葬
場
な
ど
は
、
自
然
環
境

の
保
全
や
市
民
生
活
に
、
重

要
な
役
割
を
持
つ
施
設
で
あ

る
。　今

後
、
施
設
の
延
命
化
な

ど
を
行
う
に
は
、
多
額
の
費

用
が
見
込
ま
れ
る
。
当
該
施

設
の
整
備
等
に
適
用
す
る
た

め
、「
霧
島
市
衛
生
施
設
整
備

基
金
」
を
設
置
し
、
資
金
を

同
基
金
に
積
み
立
て
、
将
来

の
財
源
に
充
当
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
基
金
条
例
を

制
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
と
の
説
明
。

問

　今
回
、
新
た
に
基
金
を

作
る
こ
と
に
な
る
が
、
今
後
、

施
設
に
つ
い
て
は
想
定
内
・

外
の
改
修
が
必
要
に
な
っ
て

く
る
と
思
う
。
相
当
額
の
基

金
が
積
み
立
て
ら
れ
て
い
な

い
状
況
で
、
既
存
の
特
定
建

設
事
業
基
金
の
活
用
は
考
え

て
い
な
い
の
か
。

答

　今
回
の
基
金
条
例
制
定

は
、
あ
く
ま
で
も
施
設
の
更

新
的
な
部
分
が
主
で
あ
る
。

そ
れ
以
外
で
、
何
か
あ
っ
た

場
合
は
、
今
回
の
基
金
で
対

応
す
る
か
、
一
般
財
源
で
す

る
か
、
財
政
当
局
と
、
そ
の

都
度
協
議
を
し
て
い
く
。

問

　毎
年
度
、
基
金
の
積
立

額
は
予
算
計
上
す
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
が
、
平
成
29
年

度
は
ど
う
か
。
ま
た
、
目
標

額
を
、
ど
れ
く
ら
い
考
え
て

い
る
の
か
。

答

　基
金
積
立
金
に
つ
い
て

は
、
当
初
予
算
で
１
億
円
を

計
上
し
て
い
る
。

　敷
根
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
延

命
化
は
、
長
寿
命
化
計
画
で

検
討
中
で
あ
る
。
基
金
の
目

標
額
は
、
補
助
金
や
地
方
債

の
活
用
を
し
て
も
15
億
円
か

ら
20
億
円
く
ら
い
一
般
財
源

が
必
要
と
考
え
る
。

水
資
源
保
全
条
例
の
制
定

　条
例
の
前
文
で
は
、
霧
島

市
の
豊
か
な
自
然
環
境
と
水

資
源
の
重
要
性
を
述
べ
、
健

全
な
水
循
環
の
維
持
、
回
復

の
た
め
の
取
組
を
積
極
的
に

推
進
す
る
こ
と
を
宣
言
し
て

い
る
。
条
文
は
、
本
条
例
の

目
的
に
関
す
る
規
定
、
基
本

理
念
に
関
す
る
規
定
、
市
、

水
資
源
採
取
者
及
び
市
民
等

の
責
務
、
関
係
者
相
互
の
連

携
、
協
力
、
事
前
協
議
、
採

取
計
画
の
届
出
や
変
更
・
廃

止
の
届
出
、立
入
調
査
、勧
告
、
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公
表
な
ど
規
定
し
て
い
る
と

の
説
明
。

問

　パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

に
「
全
国
各
地
で
起
こ
っ
て

い
る
外
国
資
本
等
に
よ
る
森

林
買
収
と
水
資
源
取
水
へ
の

懸
念
は
、
近
い
将
来
、
本
市

で
も
発
生
し
う
る
」
と
記
載

が
あ
る
が
、
具
体
的
に
確
認

し
て
い
る
の
か
。

答

　平
成
23
年
に
隼
人
町
嘉

例
川
で
、
中
国
資
本
の
会
社

が
１
０
０
０
筆
の
山
林
を
買

収
し
た
事
実
が
あ
っ
た
。
全

国
で
は
、
平
成
27
年
で
12
件
、

平
成
26
年
で
13
件
発
生
し
、

今
回
の
条
例
制
定
に
至
っ
た
。

問

　条
例
の
施
行
は
４
月
１

日
か
ら
と
な
る
が
、
こ
れ
ま

で
、
該
当
す
る
よ
う
な
施
設

は
市
内
に
あ
る
の
か
。

答

　市
内
に
、
こ
の
条
例
を

適
用
す
る
事
業
所
は
あ
る
。

経
過
措
置
を
設
け
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
事
業
所
は
、
す
で

に
事
前
協
議
及
び
規
定
の
届

出
を
し
た
も
の
と
み
な
す
こ

と
に
な
る
。

問

　生
活
環
境
被
害
が
生
じ

◉審査した議案のうち主なものを掲載しています。
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霧
島
市
中
山
間
ふ
る
さ
と
・

水
と
土
保
全
基
金
条
例
の
一

部
改
正

　当
基
金
は
、
中
山
間
地
域

に
お
け
る
土
地
改
良
施
設
の

機
能
を
適
正
に
発
揮
さ
せ
る

た
め
の
集
落
共
同
活
動
の
強

化
に
対
す
る
支
援
事
業
を
行

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置

し
て
い
る
。
今
回
、
当
該
基

金
の
目
的
に
即
し
た
事
業
に

充
当
す
る
た
め
、
原
資
の
取

崩
し
が
で
き
る
よ
う
所
要
の

改
正
を
し
よ
う
と
す
る
も

の
。
具
体
的
に
は
、
条
例
中

に
明
記
し
て
い
た
７
０
０
０

万
円
の
積
立
金
額
を
削
り
、

必
要
に
応
じ
て
基
金
を
取
崩

し
、
中
山
間
地
域
の
支
援
事

業
に
充
て
る
も
の
で
あ
る
と

の
説
明
。

問

　今
ま
で
は
、
７
０
０
０

万
円
の
基
金
を
積
立
て
て
、

そ
の
利
息
分
を
活
用
し
て
い

た
が
、
一
般
会
計
の
や
り
く

り
の
中
で
、
原
資
を
取
り
崩

し
て
使
う
こ
と
が
で
き
、
ま

た
積
み
増
し
す
る
こ
と
も
で

き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
条

例
改
正
か
。

答

　基
金
の
額
は
、
７
０
０

０
万
円
と
す
る
と
あ
り
、
原

資
は
取
り
崩
せ
な
い
と
い
う

こ
と
か
ら
条
例
改
正
を
す
る

も
の
で
あ
る
。

問

　基
金
の
原
資
は
、
使
っ

て
い
な
か
っ
た
と
の
こ
と
だ

が
、
今
後
は
ど
の
よ
う
な
も

の
に
使
え
る
か
。

答

　県
営
事
業
の
負
担
金
と

い
う
形
で
使
い
た
い
。
具
体

的
に
は
、調
査
事
業
と
し
て
、

土
地
改
良
施
設
や
農
地
の
機

能
保
全
に
資
す
る
工
法
等
の

研
究
に
要
す
る
事
業
、
研
修

事
業
と
し
て
、
地
域
住
民
活

動
の
活
性
化
に
関
す
る
推
進

指
導
及
び
助
言
等
を
行
う
人

材
育
成
事
業
、
推
進
事
業
と

し
て
、
組
織
の
構
想
化
、
啓

発
、
普
及
等
を
行
う
事
業
と

な
っ
て
い
る
。

問

　今
ま
で
は
、
研
修
な
ど

の
ソ
フ
ト
面
の
経
費
へ
利
息

等
を
充
て
る
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
が
、
今
後
は
施
設
の

整
備
や
具
体
的
ハ
ー
ド
事
業

へ
も
、
こ
の
基
金
を
取
り
崩

し
、
県
営
事
業
な
ど
と
合
わ

せ
て
、
地
方
負
担
の
財
源
と

し
て
運
用
し
て
い
く
と
い
う

理
解
で
よ
い
か
。

答

　そ
の
と
お
り
で
あ
る
。

霧
島
市
景
観
条
例
の
一
部
改

正
　急
増
す
る
太
陽
光
発
電
設

備
等
の
設
置
事
業
を
、
景
観

法
に
よ
り
届
出
の
対
象
と
す

る
こ
と
と
し
て
、
設
置
者
に

対
し
、
景
観
へ
の
具
体
的
な

配
慮
を
促
し
、
良
好
な
景
観

の
保
全
、
育
成
に
取
り
組
む

た
め
で
あ
る
。
届
出
の
対
象

規
模
は
、
高
さ
が
10
ｍ
を
超

え
る
も
の
又
は
太
陽
光
発
電

設
備
を
設
置
す
る
事
業
に
係

る
一
団
の
面
積
の
合
計
が
、

５
０
０
０
㎡
以
上
で
あ
る
と

の
説
明
。

　
問

　届
出
が
義
務
化
さ
れ
る

わ
け
だ
が
、
届
出
後
は
、
指

導
、規
制
な
ど
が
伴
う
の
か
。

答

　届
出
後
、
審
査
を
行
い

計
画
が
景
観
計
画
に
適
合
し

て
い
る
か
ど
う
か
を
通
知
す

る
。
不
適
合
の
場
合
は
、
修

正
を
お
願
い
す
る
。
従
わ
な

い
場
合
は
、
勧
告
、
公
表
の

可
能
性
も
あ
る
。

問

　指
導
に
従
わ
ず
に
、
協

議
を
無
視
し
建
設
が
進
め
ら

れ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
強

制
力
、
罰
則
が
あ
る
の
か
。

答

　基
本
的
に
は
撤
去
と
か

が
、で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

景
観
法
で
１
年
以
下
の
懲
役

又
は
50
万
円
以
下
の
罰
金
と

な
る
。

問

　反
射
光
の
影
響
で
苦
情

等
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
景
観

条
例
の
審
査
の
中
で
は
、
そ

の
あ
た
り
も
審
査
す
る
の

か
。

答

　反
射
光
に
つ
い
て
は
、

判
断
を
行
う
根
拠
と
な
る

デ
ー
タ
が
な
い
。
景
観
条
例

中
で
は
、考
慮
し
て
い
な
い
。

し
か
し
、
景
観
形
成
基
準
の

中
で
は
、
低
明
度
、
低
彩
度
、

低
反
射
の
太
陽
光
電
池
モ

ジ
ュ
ー
ル
を
使
用
す
る
こ
と

の
基
準
は
設
け
て
い
る
。

問

　こ
れ
ま
で
太
陽
光
発
電

の
開
発
は
何
件
く
ら
い
あ
る

か
。

答

　平
成
25
年
度
か
ら
平
成

27
年
度
ま
で
の
景
観
届
で
再

生
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
係
の
部
分

は
１
０
０
０
㎡
以
上
で
28
件

あ
り
、
そ
の
う
ち
５
０
０
０
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…　全会一致で可決
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㎡
以
上
が
24
件
で
あ
る
。

▼
本
市
内
で
太
陽
光
発
電
設

備
の
建
設
は
、非
常
に
多
く
、

住
民
の
不
安
や
様
々
な
思
い

が
あ
る
。
今
後
、
住
民
の
思

い
を
し
っ
か
り
と
捉
え
、
観

光
立
市
霧
島
市
の
国
立
公
園

等
へ
の
巨
大
な
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
設
置
に
つ
い
て
は
、
景

観
を
守
る
意
味
で
、
あ
ら
ゆ

る
法
律
を
活
用
し
、
規
制
で

き
る
方
向
を
め
ざ
し
て
ほ
し

い
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。

字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

　県
営
農
村
振
興
総
合
整
備

事
業
に
お
い
て
、
溝
辺
町
竹

子
の
剥
岩
地
区
・
宮
川
内
地

区
・
上
牟
田
地
区
で
、
水
田

ほ
場
整
備
を
実
施
し
た
こ
と

に
伴
い
字
界
が
不
整
形
と

な
っ
た
。
従
前
の
字
界
で
は
、

行
政
執
行
上
及
び
土
地
の
維

持
管
理
上
支
障
が
あ
る
の

で
、
換
地
処
分
後
の
整
備
さ

れ
た
道
路
又
は
水
路
を
も
っ

て
新
た
な
字
界
と
し
よ
う
と

す
る
も
の
と
の
説
明
。

な
い
よ
う
に
、「
水
質
及
び
水

量
の
保
全
に
資
す
る
活
動
実

施
に
努
め
る
」
と
あ
る
が
、

こ
れ
に
関
係
す
る
法
律
的
な

規
定
が
あ
る
の
か
。
ま
た
、

罰
則
規
定
な
ど
の
議
論
は
な

か
っ
た
の
か
。

答

　水
資
源
採
取
者
に
お
け

る
水
質
の
関
係
な
ど
に
つ
い

て
は
、
水
質
汚
濁
防
止
法
を

準
用
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

罰
則
規
定
に
つ
い
て
は
、
適

正
な
水
利
用
と
現
在
行
っ
て

い
る
事
業
者
へ
の
配
慮
も
し

つ
つ
、
現
在
、
条
例
の
中
で

規
定
し
て
い
る
届
出
と
い
う

扱
い
と
し
た
。

「
在
宅
酸
素
療
法
者
へ
の
補
助

を
実
現
す
る
た
め
の
陳
情

書
」
を
採
択

　在
宅
酸
素
療
法
は
、
呼
吸

不
全
や
肺
機
能
低
下
、
心
不

全
の
方
々
に
導
入
す
る
治
療

法
で
、
鹿
児
島
市
と
奄
美
市

が
電
気
代
を
月
あ
た
り
２
０

０
０
円
補
助
し
て
い
る
。
霧

島
市
で
も
、
患
者
負
担
軽
減

の
た
め
に
実
施
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
の
趣
旨
。


